
Ｖ４０システムへのリプレースに際して実施する
業務効率化・サービス向上等施策に係る機能について

令和８年９月
法務省民事局総務課登記情報センター室

法務省民事局
MINISTRY OF JUSTICE CIVIL AFFAIRS BUREAU

【不動産】不動産番号を活用した申請物件の正確性の確保

（令和８年１０月５日リリース）



１

主な改善内容
不動産登記申請の様式において、オンライン登記情報検索サービスに

よって取得する物件情報に、「不動産番号」が追加されます。

また、今回のリリースでは、上記に加え、入力負担軽減のため、申請
先登記所の自動反映や建物種別の自動判定等の機能を追加します。

これにより、物件情報の入力誤り防止と申請人様における入力作業の
効率化を実現します。

No 項目 効果

1 不動産番号の追加取得 物件特定の精度向上

2 所在⇔不動産番号の相互取得 入力誤り防止

3 管轄登記所指定の省略 操作簡素化

4 申請先登記所の自動反映 登記所選択ミス防止

5 建物種別の自動判定 入力負担軽減

追加機能一覧

表示が変更される主な画面
・オンライン登記情報検索サービス
・申請書作成・編集画面
・QRコード読込画面 ※ 本資料の画面例及び説明は、申請用総合ソフトを前提としています。

民間事業者が提供する申請書作成ソフトウェアについては、画面表示、
操作方法又は提供機能が異なる場合があります。



２

No.1 不動産番号の追加取得

オンライン登記情報検索サービスによって物件情報を取得した際に、
従前は、種別、所在、地番・家屋番号、物件状況（閉鎖等）の情報のみ
を取得していたところ、新たに「不動産番号」が追加されます。

これにより、申請人様において物件情報入力の精度が向上します。

取得情報に「不動産番号」が追加されます

【参考画面】



３

従前は、物件情報の入力において、所在又は不動産番号のいずれかを
手動で入力いただいていましたが、今回の改修により、不動産番号から
所在・地番（家屋番号）を、所在・地番から不動産番号を取得すること
ができます。

これにより、申請物件をより正確に指定できるようになります。

不動産番号
↓

所 在

No.2 所在⇔不動産番号の相互取得

【参考画面】

所 在
↓

不動産番号



４

No.３ 管轄登記所指定の省略

オンライン登記情報検索サービスにおいて、不動産番号を用いて物件
情報を取得する際に、従前は、不動産番号のほかに、管轄登記所を指定
する必要があったところ、当該入力が不要となります。

これにより、申請人様の入力作業が省略化されます。

【参考画面】

管轄登記所の指定が不要になります

改修前

改修後



５

No.４ 申請先登記所の自動反映

No.2に関連し、所在から不動産番号を、又は不動産番号から所在を取
得する際に、当該不動産番号に応じた管轄登記所を反映するか選択でき
るようになります。

これにより、申請先登記所をより正確に指定できます。

【参考画面】



６

従前は、QRコードの読み取りにより物件情報を入力する際に、建物の
物件種別（一般建物or区分建物）を選択する必要がありましたが、今回
の改修により、当該物件種別が自動で反映されるようになります。

これにより、申請人様の入力作業が省略化されます。

No.5 建物種別の自動判定

【参考画面】

物件種別の選択操作が不要になります
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